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序文

庚申遺跡 (1076地点)の所在する横芝町は、千葉県の北東部、九十九里浜平野の中心

部に位置します。

この地域の地形は台地、海岸平野に区分され、台地は下総台地に属し樹校状の侵食谷

が見られます。

台地上には、古来より先人の足跡が数多く見られ、 縄文時代晩期の姥山貝塚など千葉

県屈指の遺跡が所在します。

海岸平野では、縄文時代の独木舟が数基検出されるなど、砂堤上の遺跡も数多く見ら

れます。

横芝町では、福祉事業の一環として保健福祉センター建設が計画され、平成 9 年11月

に確認調査を実施し、古墳時代後期から奈良 ・ 平安時代の集落跡であることが確認され、

本調査を平成10年 2 月に実施しました。

調査の結果、建物跡 ・ 方形区画溝・溝など多くの遺構 ・ 遺物が検出されました。

このほど庚申遺跡 (1076地点)の発掘調査の成果がまとまり、報告書として刊行され

る運びとなりました。

本報告書が、今後の地域史研究に寄与することを期待するとともに、この調査 ・ 整理

ば終始、ご指導 ・ご尽力を賜った関係機関ならびに関係各位に心からお礼申し上げます。

平成11年 3 月

財団法人 山武郡市文化財センター

理事長 小倉 幸



• 
例 三

口
1.本書に所収される内容は、千葉県山武郡横芝町栗山字簡作1076番地他に所在する庚申遺跡 (1076地点)

の調査報告書である。

2. 調査期間

確認調査平成 9 年11月 18 日~11月 19日 4 ， 476m'の10% 担当木川浩司

本調査平成10年 2 月 9 日~3 月 3 日 820m' 担当山口直人

3. 整理期間

平成10年11月 1 日 ~12月 28日 担当山口直人

4. 確認調査は調査課長渡辺修一・調査課長補佐石本俊則の指導のもと調査研究員木川浩司が行い、本調査

は調査課長渡辺修一・調査課長補佐石本俊則の指導のもと副主査山口直人が行った。

5. 整理事業は調査課長大野康男・調査係長渡辺修司の指導のもと山口が行った。

6. 本書執筆は山口が、縄文土器は吉田が行い、大野・渡辺が加筆・補正した。

7. 本書の第1図に使用した地形図は国土地理院発行の 11 : 25.000Jの成東・木戸を使用。

8. 調査・整理において下記の諸機関よりご指導・ご協力を頂いた。

千葉県教育庁生涯学習部文化課・横芝町教育委員会・横芝町福祉課

9. 図中の表記は下記のとおり。

-土器・縄文土器 血石製品 ム鉄製品

モ昌三ノ セプ! 7 
土師器 須恵器

凡例図

赤彩
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第 1 図 遺跡、の位置と周辺の遺跡

第 1 表遺跡表

番号 遺跡名 住 所 時 代

l 庚 申遺跡 栗山字庚申2583-1 古墳後期 ・ 奈良 ・ 平安

2 坂閏城跡 坂田字於東655- 1 中近世

3 坂田池遺跡 坂田字溜池1-10 縄文独木舟

4 真砂遺跡 横芝字真砂4802 古境(前 ・ 中 ・ 後)奈良 ・ 平安

5 鶴岡遺跡 横芝字鶴岡562- 1 平安

6 竜ヶ塚遺跡 古川字竜ヶ塚240・4 古墳(前 ・ 中・後)奈良 ・ 平安

7 横芝川遺跡 横芝字川田1080 縄文独木舟

8 赤岩遺跡 栗山字赤岩2831-2 平安

9 伊古田遺跡 栗山字伊古田1087-1 奈良 ・ 平安

10 柳立遺跡 栗山字柳立1898-3 平安

11 宮後遺跡 栗山字宮後3228-4 平安

12 馬場川遺跡 栗山字馬場川3286-2 平安

13 沢田遺跡 栗山字沢田1612- [ 平安

14 平 和遺跡 栗山字平和4327- 1 古墳(前 ・ 中 ・ 後)奈良・ 平安



第 I章序章

第 I 章 序章

第 1 節調査に至る経鍵

横芝町福祉謀では横芝町栗山字箆作1076番地他に保健福祉センター建設の計画が持ち上

がり、平成 9 年 7 月 1 日に福祉課から横芝町教育委員会に事業地内の「埋蔵文化財の所在

照 会 の有無及びその取扱いについて」の照会が提出された。

確認調査

記録保存

本調査

グ リ ッド

そこで、千葉県教育庁生涯学習部文化課では、現地踏査を実施したところ、周知の遺跡

である庚申追跡の範囲にあり、その旨を平成9年8月 7日に回答した。この回答をもとに遺跡

の取扱いについて県文化課、町教育委員会、福祉課の三者間で協議が重ねられた結果、遺

跡の性格を把握するために確認調査を実施することとなった。

確認調査は4 ， 476m'の10%で平成 9 年11月 18日から 11月 19日まで行い。 確認の結果、竪穴

住居跡 4 軒、掘立柱建物跡 2 棟、潜60条、土坑 4 基を検出した。

この結果を受け三者で協議を重ねた結果、記録保存の処置を諮ずることとなった。

本調査は建物建築部分の820m'で平成10年 2 月 9 日から 3 月 3 日まで実施した。

(横芝町教育委員会)

第 2 節 遺跡の位置と地理的環境

庚申遺跡(1076地点)は九十九里平野の第 II砂堤上の標高 6 m前後に占地している。

横芝駅に近接していることから、周辺には商店街をはじめ宅地や学校があり、人々の生

活の中心地である。

庚申遺跡の周辺には縄文時代(後期)から奈良 ・ 平安時代にかけての遺跡が数多く分布

している(第 l 図参照)。古来から生活の中心域であることが伺える。

第 3 節調査方法

調査に先立ち、調査区の設定を行い、設定後ノマックホウで遺構の確認面である、砂層ま

で表土を除去し、人力により精査し遺構を検出した。

基準点測量の杭を打ち、グリッドを設定した。グリッドは大グリッドを40m毎に、東西

A ・ B ・ C ・・ 、南北を 1 ・ 2 ・ 3 ・・ 、と番号を付し、小グリッドは大グリッド内を 4

m毎に、東西01 ・ 02 ・ 03 ・・ 、南北10 ・ 20 ・ 30 ・・ 、と番号を付した。

遺構の調査は精査した後、プランを確認し、土層確認用のベノレトを設定して発掘を行っ

た。遺構の作図及び写真は適時行った。

1 
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第H章検出された遺構と遺物

第 II章 検出された遺構と遺物

本調査区は 6m前後の第 II砂堤列上に立地している。 検出された遺構は、建物跡 3 棟 ・

方形区画潜 2 基 ・ 土坑 l 基 ・ 務20条である。

検出された遺物は縄文時代後期から奈良 ・ 平安時代に至る、小片ではあるが古墳時代後

期の遺物が最も多く検出された。

本砂堤上を長期間集落として利用していた乙とが伺える。

第 1 節建物跡

建物跡は 3棟検出され、住居跡か不明であるが何らかの施設と考えられる。成東町小泉

遺跡(渡辺 1996年)にも同様な堀込みが見られる。

Bー 1 (第 3 図 ・ 図版 1 ・ 4)

位置 3 B-50G 

規模 570 x ? cm 

残存高 9 ~l5cm 

柱穴

P1 28 x 34-24口η

P2 44x50-14cm 

P3 40 x 40- 20叩

×長E
、，

正ユ

3 -1 砥石

幅41mm 長不明

厚12mm 重量32.8g

3 -2 手鎌

幅19mm 長不明

厚 2 mm 重量2.3g

「同
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第 3 図 B - 1遺構及ぴ遺物実捌11図
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第 1 節建物跡

⑧ ミI II
B-2 (第 4 図)

位置 2 C-45G 

規模 ? x310叩

残存高 2~1l叩

柱穴 セ"_ <，， l B' 

P1 58x50-21cm 

、v

B-3 (第 4 図 ・ 図版 1 ・ 4 ) 

位置 2 C-OOG 

規模 不明

周溝 幅28~38cm

深 5~10叩

柱穴

P1 91 x 74-10cm 

P2 80x60-26cm 

P3 151 x 80 -20cm 

P4 198x86 - 10ιm 

第 2 表 8 - 3 土器観察褒

4 

B L=5.0m 
三三三三=-

〉ぐt心/G

~ \\可j • 1 

主に)'O;P 4

A L=4, 8m 

B 

P3 

「午、 B' 

A' 
〆Z2、 メ三三三竺

B • 1 

三三三三三主主主 ζ三三三三~

。 4m 

建己望夕
。 2恥m

第 4 図 B -2 ・ 3遺構、 B - 3遺物実測図

芭調(内/外)

B' 

j竺三

単位cm ( ) 推定

内面茶褐色 ・ 外黄色茶褐色



• 第H章検出された遺構と遺物

第 2 節方形区画溝

方形区画溝は 2 基検出された。 X- l は北側が広く、逆台形状を呈す る。 X - 2 は西側

の溝が検出されなかった。

X-l (第 5 図 ・ 図版 2 ) 

位置 3 B-OIG 

規模 416 x 460cm 

溝 幅78 x120cm 

深1O~15cm

、砂

×圃
X-2 (第 5 図 ・ 図版 2 ) 

位置 2 B-55G 

規模 ? x 630叩

溝 幅90x 1l0cm 

深20~4Ocm

--.!L L =5.3m 
主主主主主

A 

A L =5.0m 

⑨ M-3 
0-1 

B' 

X-l 
-2 

B' 

~ョ
戸"'-""全』 .t5.主主主

⑧ A 

X-2 

守íl> - Gó

五三

。 4m 

第 5 図 X - l ・ 2遺精実測図

5 



第 3節土坑

第 3 節土坑

土坑は 1 基検出された。形態は長方形、断面形は逆ハ字形を呈す。

D-l (第 6 図 ・ 図版 4 ) 

⑨ 位置 3 B-OIG 

規模 210X ワ叩

畏軸方位

N-60'-W 

深 5~20叩

×圃
、，

区ユ

M-l (第 7 図)

位置 3A-47G 

幅 50~80叩

深 1 ~6an

6 

A .1 A' 五トく
M-3 1 

。 10咽

M-2 

~L=5.3m A' 

治1.1 

。 4m 

第 6 図 D - l遺構及び遺物実祖1)図

0-1 土器観庫裏 単位田 ( )錐定

帰国番号 場 4・ 色圃(内/外)

6-01 !I! 内外面茶縄色

第 4 節 理ー
溝は20条検出された。本遺跡の主要遺構である、溝の検出1置が多いのが低地遺跡の特長

であるが、用途ははっきりしないが、治水用の配水施設の可能性が高い。

A ② 

B-I 

第 7 図 M-l遺構実測図

4m 

~L=5 . 0m A' 

-一



第II章検出された遺構と遺物

M-2 (第 8 図)

⑧ 位置 3 B-Ol ・ 02G

幅 48~60an M-2 

深 20~24an 

M-3 (第 8 図)

位置 3 B-Ol ・ 02G

幅 40~6&m 
X-j 

T Illh 深 2~lO叩

幽
、，

三三 ム~

A' 

4竺

A' 

三三~
。 10岨

×圃
。 4m 

第 8 図 Mー2 ・ 3遺構、 M-2遺物実測図

114 褒 M-2 土.... 単位田 ( )推定

色調(向/外}

内外面E色

M-4 (第 9 図)

位置 2 B-64 ・ 65G

幅 80~lOO叩

深 20~25an
カB -65

@ 

ε

口
出
H

A

。

第 9 図 M-4遺構実測図
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第 4 節調時

M-5 (第lO図)

位置 2B-43 ・ 53G

幅 60~llO叩

深 15~25叩 @ 
M-6 (第10図)

位置 2 B-24 ・ 34G

44 ・ 54G

幅 58~120叩

深 15~25an

、，

ー
羽

*B-65 

C L;5.1m 
三~ ・1

A' A L;5.1m 
=-

A' 

B L;5.1m B' 
三主主L一 五三三

C' 

É三三

戸
川

。

セB -85

第10図 M- 5 ・ 6遺構、 M-5遺物実測図

115 褒 M- 5 土婚観康褒

8 

長二丈1
20団

単位団 ( )推定

色圃(内/外)

内外扱茶褐色



M-7 (第11図)

位置 2 B-06 ・ 15G

25G 

幅 40~55cm

深 5~1 0cm

@ 

第H草 検出された遺構と遺物

十

M-8 (第11図 ・ 図版 4 ) 

位置 2 B-06 ・ 16G

26G 

幅 60.~70cm

深 1 7~24cm

M-9 (第11図)

位置 2 B-07'16G 

幅 52~70cm

深 5~10cm

M-l0 (第11図)

位置 2 B-07 ・ 16G

幅 120~150cm

深 28~40cm

M-ll (第11図)

位置 2 B-26 ・ 2 7G

幅 120~175cm

深 20~30cm

、守

M-ll 

A L = 5. 1m ム;

三三2 ・~~é?>~ ß三

。

℃ r . ..._tf: 

~~ r事γ!

セB-27 

-3 

B L=5.1m -...!!.:ー

三三三ミ・ 2 ・ 3 ~ 

4m 

第11図 M - 7 ~11遺構、 M - 8 ・ 11造物実測図

20凹
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第 4節溝

、砂
第 6 褒 M-B 土器観察褒

第 7 褒 M-l1土器観察褒

M-12 (第12図)

位置 1 B~87 ・ 98G

vテー幅 90~130cm 

深 23~38cm 

M-13 (第12図)
七JfJ 川

位置 1 B~88 ・ 99G

幅 50~98cm 

深 1O~24cm 

-一4戸F戸ー
M-15 

M-14 (第 1 2図)

位置 1 B~78 ・ 88G

幅 70~98cm 

深 1O~35cm 

「
M-14 

M-15 (第12図)

位置 1 B~78 ・ 79G

幅 60~92cm 
M-13 

深 15~25cm 

M-16 (第12図)

位置 1 B~ 79 ・ 99G
M-12 

幅 60~70cm 

深 18~20cm 。

色醐 (内/外)

内外面赤側色

色調(内/外}

内外面俊樹色

内外面匹色

⑨ 

ミX2C -OO

5m 

M-l1 (第12図) 第1 2図 M - 12-18遺構実測図

位置 1 B~ 79 ・ 99G

幅 70~105叩

深 20~23cm M-18 (第1 2図) 幅 不明

位置 1 B~99 ・ 2C~70G 深 1l~13叩

10 

単位cm ( )鑑定

単位on ( )鑑定

E 

的

" J 



M-19 (第13図 ・ 図版4)

位置 1 C-70 ・ 80G

2 8- 09 ・ 1 8G

幅 94~164cm 

深 20~40叩

M-20 (第 13図)

位置 2 8- 1 9 ・ 28G

幅 84~140cm 

深 20~40cm 

ミ孟L〆イ

第13図

M-19土器観察褒

第 II章 検出された遺構と遺物

⑨ 

M-20 

日

。

M - 19 ・ 20遺構、 M - 1 9造物実刑l図

A L =5.0m A' 

日 l
主主主主L・tユ

H 
.-=主主

C 仁

三=三三一」三

単位田 ( )推定

色調 (内/外)

内外国淡燈褐色

11 



第 5 節グリッド出土遺物
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M-4 

均
一
対
(J : 3) 。 1 0佃

M-4 

。 10叩(J : 2) 

第 14図 グ リ ッド出土遺物

第 5 節 グリ ッ ド出土遺物 (第1 4図 ・ 図版 4 ) 

グリッドから縄文時代の土器片25片( 8 個体分)と石器 1 点が検出された。土器片はす

べて後期堀之内式~加曽利 B式の粗製土器である。うち 6 個体分と石器 l 点を図示した。

1 -4 は、紐線文系土著書である。 l は、断面外削ぎ状の口縁部で若干外反する。縄文を

地紋とし口縁の少し下に両側を沈線が巡る紐線が施され、紐線上に指頭による圧痕がなさ

れる。 2 は、断面角頭状の口縁部で、小突起を有する。 小突起は口唇部の一部に紐線を貼

り付けた後、指頭による圧痕が施されて形成される。内面に l 条の沈線が巡る。外商は智j

落が著しく不明な点が多いが、口縁の少し下に紐線文が施されていたものと思われる。 3

は、断面角頭状の口縁部で、口唇部に I 条の沈線、内商に I 条の太沈線が巡る。縄文を地

紋とし口縁の少し下に紐線が施され、 紐線上に指頭による圧痕がなされる。 4 は、沈線に

よる斜線文が施された胴部片である。 5 ・ 6 は縄文施文の土器で、 5 は断面角頭状の口縁

部片で内面に 1 ;条の太沈線が巡る。堀之内 2 式~加曽利B式に比定される l 以外は、すべ

て加曽利B式に比定される。残りの 2 個体は紐線文系土器である。

7 は、流紋岩製磨石で、1/2が遺存する。表裏面に擦痕、側面に弱い敵打痕が認められ

る。長さ 8.4cm、幅6.2cm、厚さ 5.2cm、重さ 396. 2g を測る。
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第 II砂堤列

小泉遺跡

平木遺跡

加曽利 B式

第凹主主 まとめ

第 III章 まとめ

庚申遺跡 (1076地点)は、海岸平野の微高地約 6 m前後の第 II砂堤列上に立地している。

第 II砂堤列上の調査は平成 7 年10月に成東町の小泉巡跡が実施さ れ、竪穴状遺構や多数の

油、 奈良 ・ 平安時代の土師器 ・ 須恵器が検出されている。また、 平成10年 5 月に第二次の

調査が実施されている。(平成11年 3 月刊行)

庚申遺跡も小泉遺跡同様に竪穴状遺構(本報告書では建物跡とした)や溝が検出 さ れま

した。 以下、 気付いたことを記してまとめとしたい。

第 II砂堤列上の調査では八日市場市の平木遺跡が知 られている。平木造跡では台地上と

同形態の竪穴住居跡及び掘立柱建物跡が検出されている。特に掘立柱建物跡は多〈、墨書

土器の「郡厨」 ・ 「属J (庁)などから何らかの公的施設の可能性を秘めている遺跡である。

庚申遺跡では平木遺跡のようなはっきりとした竪穴住居跡や掘立柱建物跡は検出できな

かったが、 B- 1 ・ 2 ・ 3 のような何らかの施設を想定できる遺構が検出された。

方形区画満は 2 基検出されたが、平木 ・小泉遺跡などには見られず、庚申遺跡が初例で

あるが、 区画した内側にはなんら施設を見いだすことはでき ず、今後の調査例の蓄積によ

って解明さ れると考え られる。

溝は20条検出されたロ平木 ・ 小泉遺跡においても多数検出さている。 低地遺跡の特徴と

考えられる。潜は大まかに東西10条 ・ 南北10条に区分されるが、 区画 ・ 排水等の用途は考

えられるが集落において どのような意味を成すのかは不明であ る。

造物は縄文時代後期の堀之内式~加曽利 B式が散見され、当該期から人々の足跡が確認

できる。集落形成は 7世紀中葉から 9 世紀代にかけて営まれたと考えられる。遺物も当該

期が最も多く検出された。遺構の年代も当該期と考えられる。

庚申遺跡では縄文時代後期から生活が営まれ、7世紀中葉から集落を形成していた事が指

摘できょう。

1. 清水潤三 1954 

2 . 西山太郎 1978 

3 . 森脇広 1979 

4 . 小久貫隆史1988

5 . 渡辺修司 1996 

参考文献

「九十九里沿岸に於ける低地遺跡の研究(予報)J r史学』 第27巻

第 4 号

「九十九里地域の縄文についてJ r奈和J 14 ・ 1 5

「九十九里平野の地域発達史J r第四紀研究J 18-1 

「八日市場市平木遺跡」 財団法人千葉県文化財センター

「小泉遺跡(御用地3257地点) J 財団法人山武都市文化財セ ンター
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写真図版
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報 止口 書 抄 録

ふりがな こうしんいせき(1076ち て ん)

1'1 名 庚申遺跡 ( 1076地点)

高q 名

巻 次

シ リーズ名 財団法人山武郡市文化財センタ一発振調査報告脅

シ リ ーズ番号 第55集

編著者名 山口直人 ・ 吉田直哉

編集機関 財団法人 山武郡市文化財セ ンター

所 在 地 干299-3242 千葉県山武郡大網白里町金谷郷1356-2 T E L0475-72-321 1 

発行年月日 西暦 1999年 3 月 19 1:1

ふりがな ふりがな コ ー ド 北緯 東経 調査期間 調査[珂積 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村:遺跡番号 。 ， " o , " m' 

庚ζ う レ'1'んi証跡 千，葉" け県ん さ山ん武ぷ 郡〈ん横よこ芝し " 町.わ
12408 山文セー132 35度 140度 19980209 820 保健福祉

(]076地点) 栗〈。 や山ま 必字ず筒かご作さ〈 1076ば番ん地ち
39分 29分 ~ センター

5{1也か
05秒 50秒 19980303 建設

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な造物 特記事項

庚申遺跡 包含地 縄文時代 縄文土器(後期)

1 076地点 磨石
一 一 一一 晶 a 晶晶晶.‘・ー ，.，合 ー ー&晶晶 a 晶晶‘・‘‘・‘‘晶晶亭 ー...-骨骨司...---・・‘・‘・."‘ 晶晶

集落跡 古墳時代後期 建物跡 ・ 方形区画 土師器 ・ 須恵鴇 第 11 砂堤列上に古墳時代後

~奈良 ・平安時代 1将 ・ 土坑 ・ 満 砥石 ・ 鉄製品 期~奈良 ・ 平安時代の集落

を検出。
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